
南九州の古道について３  
―令和2年度企画特別展「鹿児島の城館」補足― 

上 村 俊 洋   

 

 はじめに 

 

 黎明館が立地する地域に所在した近世鹿児島城跡

の建築物等は，西南戦争等で失われた。国指定史跡

「城山」を本来の本丸・二之丸とした鹿児島城跡は，

その山麓の藩主居館部を明治以降「本丸」と呼称し，

南西に隣接する区画を同様に「二之丸」と呼称した。

「本丸」部分は，明治以降，陸軍熊本鎮台分営，鹿

児島中学造士館，第七高等学校，鹿児島大学と変遷

の後，昭和58(1983)年鹿児島県歴史資料センター黎

明館(令和２年度，歴史・美術センター黎明館に改称)

として利用され，敷地を囲繞する石垣・濠・御楼門

橋等が鹿児島県史跡「鶴丸城跡」に指定されている。 

 令和２年春，近世鹿児島城の建築を想起させる鹿

児島城御楼門が完成した機会に，黎明館では同２年

度企画特別展として「鹿児島の城館」を開催した。

同展では， 

ア 天守を持たない鹿児島城に至る前段階，中世

以前の城館の立地（展示の第１・２章） 

イ 御楼門を初めとする鹿児島城の近世から現

代に至る姿（展示の第３・４章） 

を展示の柱とし，アでは， 

ウ 中世城館は，政治・経済の中心地を掌握する

交通の要衝に立地する平地居館が本来の姿 

エ 抗争が常態化するなかで，詰め城を城塞化し

て居館を移す 

ことを焦点に置いた。 

 南九州の中世城館は山城として広く認知され，そ

の麓に近世外城の地頭仮屋・麓が形成され，地頭仮

屋跡地が近代以降の役場・学校施設として活用され

た。この中世山城と隣接する麓の役場・学校の景観

は，南九州に暮らす我々にとって馴染み深いもので

ある分，中世城館＝山城の印象が強くなる。 

 企画特別展「鹿児島の城館」では，他地域の守護

所・守護館，中世領主の居館・詰め城の立地関係を

参考に，上記のウ・エを紹介（１）したが，中世城郭の

専門外の立場から遠慮気味に構成した展示内容では

言葉足らずの面もあり，若干の補足（２）を行いたい。 

 

１ 居館と詰め城の立地 

 

 （１）守護所・領主館の立地 

 鎌倉時代の守護は「遷替の職」と呼ばれ，交替が

多く，守護家ごとに守護所の場所も異なったと考え

られ，不明な点が多い。しかし，任国地に古くから

の基盤を持たない東国御家人が守護となると，任国

統治の円滑化を目指して国衙機構と結びつくため

に，後述の大宰府近隣に宰府守護所を設けた少弐氏

の様に，国府近郊に守護所を設けたと考えられる。

また，国府は都と各国を結ぶ古代官道が通過する地

であり，地域の交通・情報網の結節点である。非守

護格の領主層も，後述の益田氏居館や阿波国（徳島

県）城館の様に古代官道・中世交通路や河川交通の

要地に平地居館を設ける傾向がある。詳述しないが，

室町・戦国期の淡路島守護所や長門・土佐国守護代

所も古代官道想定経路近隣にある。 

 室町期の守護館・領主館は，足利将軍邸である室

町殿（京都市）を規範とする方形平地居館が主流と

なるが，その立地は，やはり地域の政治・経済の中

心地である国府を継承する地域や，主要交通路の結

節地が選ばれる。 

 

（２）方形平地居館 

 南北朝・室町時代を通じて細川氏が守護職を帯し，

抗争の少なかった阿波国では，全土の一割程の面積

の吉野川流域平野部に中世城館の大半が集中してお

り，河川を含んだ交通要地を押さえることが居館立

地の主要因であることがうかがえる。吉野川下流域

の阿波国府から讃岐国府を結ぶ古代南海道近隣に方

形平地居館群として存在した勝瑞館（３）（徳島県藍住

町）は守護細川氏及びその家臣から戦国大名化した

三好氏の本拠であるが，戦国期の長宗我部氏の侵入

に際し隣接して構築した勝瑞城は，方形平地区画に

濠を廻らした応急的なものである。 

 

（３）方形平地居館と山城 

 石見国益田荘（島根県益田市）の荘園経営拠点は，

南北朝期には中世領主益田氏の三宅御土居として居
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館化する。この地は，益田川右岸にあって，古代山

陰道・中世石州街道が通過する水陸交通の要地で，

益田川河口部では益田氏の交易拠点が発掘されてい

る。南北朝の抗争期には，方形平地居館である三宅

御土居から益田川を挟んで約0.7km離れた丘陵の尾

根を砦としたが，抗争が終わると再び三宅御土居に

移る。戦国期，益田氏が従属する大内氏・陶氏が毛

利氏と対立・抗争化すると，先の丘陵上を大規模に

造成・城塞化した七尾城に居館を移すが，毛利氏に

臣従後は，三度三宅御土居に移る（４）。 

 周防国在庁官人から周防・長門両国（ともに山口

県）を基盤とする守護大名に成長した大内氏は，山

陽道沿線の防府付近から石州街道が通じる山口盆地

（山口市）に本拠地を移し，一辺約150m四方の方形

平地居館である大内氏館を本拠とした。戦国後期の

毛利氏との抗争期には，館西方約1.5kmの高嶺城を

構築した（５）。 

 鎌倉時代以来の筑前国（福岡県）守護少弐氏は，

大宰府政庁跡（太宰府市）東隣の宰府守護所を治所

とし，その北東約1kmの段丘上の浦ノ城を居館とし

たが，南北朝期の抗争に際し，浦ノ城の北東約 2km

の宝満山系山岳寺院を城塞化した有智山城を詰め城

とした（６）。 

 豊後国（大分県）守護大友氏は，鎌倉時代末まで

には豊後国内に拠点を設け，大宰府・豊前国府・肥

後国府・日向国府を結ぶ古代官道が結節する大分平

野（大分市）において，最盛期には一辺約200m四方

の方形平地居館に拡大する大友氏館を本拠とした。

その南方約 0.7km，豊後国府に北接する台地上には

一辺 110m 前後を測る土塁を外周に廻らす方形居館

の上原館を持った。南北朝期や戦国末期に島津氏と

対立した際は，大友氏館・上原館から直線距離で約

8.5km，上原館から尾根伝いに北西約10km離れた高

崎山城を詰め城とした（７）。 

 このように，鎌倉期の守護，室町・戦国期の守護

大名・戦国大名や中世国人領主等は，古代官道等の

水陸交通の要所を押さえる方形平地居館を拠点とし

たが，その周囲は区画溝と築地等で仕切られる程度

のもので，足利将軍家の室町殿を規範としたとされ

る（８）。近隣に要害となり得る高地を得ない勝瑞館で

は隣接地に簡易な平城の勝瑞城を設けているが，抗

争時に必要な詰め城は，益田氏の約0.7kmから大友

氏の約 10km まで，平時の居館から遠く離れた山上

に築かれており，抗争が常態的なものとは思えない

立地である。益田氏が平時と抗争期に方形平地居館

と山城を使い分けたことが象徴的である。 

 「表：守護等領主館と詰め城の立地」は，以上の

概要をまとめたものである。居館と詰め城の立地に

ついて，西日本の一部のものを取り上げたに過ぎな

いが，これに対して南九州の近世地頭仮屋の設置の

背景となる中世山城との立地関係は，山城の麓に居

館を設ける印象が強く，下記の朝倉氏のものに類似

する。また，他地域の居館・詰め城の関係からする

と，山城と麓居館部が近接する南九州の城館は，抗

争の常態化を前提としたものに思える。 

一方，鹿児島市教育委員会が北麓遺跡を発掘調査

した際に検出した，近世谷山麓に先立つ中世方形区

画（東西×南北140ｍ以上）（９）について，益田氏城

館のように，西方約1.2km離れる谷山城に対する平

時の居館と捉えることができれば，他地域の居館・

詰め城の立地関係に近く見える。 

 

（４）近世鹿児島城の姿 

 他方，応仁の乱を契機に下剋上でのし上がり抗争

期に成長した越前国（福井県）朝倉氏は，山城の一

乗谷城（福井市）山麓に三方に土塁・濠を廻らした

一辺約 100m 四方の方形平地居館の朝倉氏館を設け

た（10）。その姿は，城山を背景に，かつては三方を濠・

石垣で囲繞（近世鹿児島城を描く絵図類では，現黎

明館敷地と現鹿児島県立図書館敷地間に濠が描か

れ，発掘調査でも検出されている。）した一辺約150m

四方の黎明館敷地（明治以降の呼称「鹿児島城本丸」

区画）の姿に似る。両者の時代は異なるものの，大

内氏館や大友氏館の例を見れば，越前一国を領する

表：守護等領主居館と詰め城の立地 
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朝倉氏の館と，薩摩・大隅両国及び日向国諸県郡を

領した島津氏の鹿児島城の居館規模の差は，その分

国数の差を反映しているように思える。 

 近世鹿児島城の立地は，他地域の中世守護所・守

護館に多く見られる古代官道沿線ではない。しかし，

南北朝期の東福寺城，室町期の清水城，戦国期の内

城と，中世後期以降の島津氏が本拠（守護館，当主

居城）を置いた鹿児島は，大隅国守護職の奥州島津

家氏久以来，薩摩・大隅両国を統治する水陸交通の

要地として重視されてきた地である。前代の島津家

5 代貞久の碇山城から，領国統治の拠点を鹿児島に

移した様は，周防・長門両国守護職を帯して石見国

へ通じる石州街道を押さえる領国の中心地山口に居

を移した大内氏と類似する。城山を背後に控えて天

守を持たない近世島津氏の鹿児島城は，周防・長門

両国を基盤に拡大した中世大内氏の大内氏館と同規

模の方形平地居館に，近世城郭的な石垣・濠を廻ら

した姿ととらえられる。天守を代表する近世城郭様

式よりも，中世以来の守護職の伝統を重視した守護

館様式が鹿児島城の姿であろう。 

 

２ 碇山城の立地 

 

（１）南九州の中世城館の立地 

 中世城館は，古代官道経路やその後の中近世の主

要交通路，水上交通路に沿って立地すると考える（添

付「地図 古代官道想定経路及び前近代交通路と中

世城館の立地」参照）。花岡木崎遺跡（11）（熊本県芦

北町）は，佐敷城跡南東の佐敷川左岸に立地し，古

代官道佐職駅に比定される。この地は，古代西海道

西路（大宰府－筑後国府－肥後国府－薩摩国府）及

び肥後国・日向国連絡路（肥後国南部－大隅国北部

－日向国諸県郡－日向国府），中近世人吉街道を押

さえる要地であり，古代以来の交通路上に中近世城

館である山城が立地している。 

企画特別展では，南九州の守護所・守護館の類例

として，島津氏が拠点とした中世城館が古代官道や

中近世の主要交通路に近接することを紹介した。総

州島津家の木牟礼城・屋地（出水市）と碇山城（薩

摩川内市）や川辺平山城（南九州市），奥州島津家

の東福寺城・清水城（鹿児島市），伊作・相州島津

家・近世島津家の田布施城（南さつま市）や伊作城・

一宇治城（日置市）と内城・鹿児島城（鹿児島市），

島津義弘の飯野城・加久藤城（えびの市）と古麓城

（八代市）や栗野松尾城（湧水町）及び帖佐館・加

治木館（姶良市），島津義久の隼人富隈城・本御内

（国分舞鶴城）（霧島市）等である。多くは，港湾・

河川も掌握する位置にある。これらのうち，枠囲み

の城館は古代官道想定経路に近接している。 

古代官道経路ごとに見ると，大宰府から薩摩国府

へ至る西海道西路沿線には古麓城・木牟礼城・屋地，

薩摩国府・大隅国府間には碇山城・帖佐館・加治木

館・隼人富隈城・本御内，肥後国・日向国連絡路沿

線には栗野松尾城・加久藤城・飯野城が立地する。 

また，官道沿線でなくとも，薩摩半島部所在の上

記城館の立地は，赤色土器や厨墨書土器の出土分布

から想定される古代交通路（12）沿線上にある。古代以

来の主要交通路は，その後も何らかの形で継承・利

用されていたと思われる。 

特に，島津領内外の往来を押さえる位置に置かれ

た島津義弘の拠点がいずれも古代官道想定経路に近

接することは興味深い。白村江の敗戦以降の軍事的

要請から建設・整備された古代官道網は，戦国期の

城館の立地要件と共通するものがあるのだろう。ま

た，屋地・清水城館・内城・鹿児島城・帖佐館・加

治木館・富隈城・本御内は，他地域の守護館等と同

様の方形平地居館の系統と思われる。 

 

（２）中世前期島津氏の守護所 

 鎌倉時代の薩摩国守護島津氏の在国は，元寇に伴

う東国御家人の西遷以降の碇山城在城期のことと考

えられ，それ以前の確実な守護所は不明である。任

国への当主の本格的な在国が元寇を機にする鎌倉時

代後半以降に，当該国府近隣に拠点を設けるのは，

豊後国守護大友氏の事例と似る。 

 島津氏の歴代本拠地の一つに数えられる木牟礼城

は，島津氏家臣本田氏の鎌倉時代の活動が歴史史料

から伝わり，守護の出先として本田氏が活動した可

能性がある。企画特別展では，他地域の守護館と詰

め城の立地関係から，屋地を本来的な館，木牟礼城

を抗争時の詰め城と捉えた。木牟礼城・屋地の立地

については，市来駅（出水市か）－英祢駅（阿久根

市か）間の古代西海道西路想定経路の北側に位置す

る。木牟礼城北側には不知火海が広がり，黒瀬戸を

挟んだ長島地方以北は中世以前には肥後国に属し，

古代出水郡（出水市・阿久根市）地域も薩摩国「出

水郡」（13）として成立する以前から肥後国の影響下に

あったと考えられることから，北方からの海陸交通

拠点としての立地が考えられる。また出水平野は平

安時代には島津本庄（都城盆地）－眞幸院（加久藤

盆地）－牛屎院（大口盆地）を経る島津荘貢納経路

の出口「和泉郡」（14）であり，大隅国北部・日向国南
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部に通じる要衝でもある。 

屋地の中郡遺跡群では，平安時代末期に摂関家の

荘園経営拠点等で出土する楠葉型瓦器や，中世でも

稀少な景徳鎮産青白磁龍首水注等が出土（15）してお

り，古代・中世を通じて水陸交通を抑える経営拠点

と思われる。先に見た石見国の益田氏城館と同様に，

地図 古代官道想定経路及び前近代交通路と中世城館の立地 
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中世城館の本来的な立地は，このような交通の要衝，

地域経営の拠点が重視された。 

 他地域では，国府近郊に守護所・守護館が設けら

れる傾向がある。薩摩国府が所在する川内川右岸の

高城郡（薩摩川内市）内には，島津氏が鎌倉時代に

所領を持たなかったことから，島津氏の碇山城は川

内川左岸の薩摩郡（薩摩川内市）に所在する（16）。南

北朝期に島津氏５代貞久の拠点として見える碇山城

は，遅くとも，元寇に伴う西遷以降，鎌倉時代末ま

でに島津氏によって設置され，薩摩国守護職ととも

に総州家島津師久に引き継がれる。 

 碇山城と国府・古代官道との位置関係については，

高城郡薩摩国府－薩摩郡田後駅－薩摩郡櫟野駅（い

ずれも薩摩川内市か）を通る古代官道想定経路（薩

摩国府－大隅国府間）が，碇山城南方の平佐城（薩

摩川内市）南側を通ると考えられる（17）。 

企画特別展段階では，想定経路から碇山城が離れ

ていることに若干の違和感を持っていた。最近，碇

山城について下鶴弘氏は，川内川を挟んで，薩摩国

府・国衙域に匹敵する規模の島津氏守護所として，

平佐城東側までを含む南北1.7km×東西1.4km の広

域的な碇山城域を仮定された（18）。この場合，守護所

碇山城域の南側は，古代官道想定経路を継承する薩

摩街道に近接する。現在知られる碇山城跡は，守護

所域の北端に位置する。現在知られる碇山城跡だけ

では古代官道との関わりが見えにくいが，下鶴説に

拠れば，薩摩国守護所域も他地域同様，古代官道と

結びつくことが捉えやすくなる。 

 

おわりに 

 

 中世城館は，生産力があり地域経営に利便性のあ

る水陸交通の要衝（特に，守護所は，国府または古

代官道以来の重要経路に沿うことが多い）に立地す

る方形平地居館の形態をとる傾向がある。この立地

を優先するからこそ，抗争時に必要な詰め城を隣接

して設けることができず，益田氏の平地居館と詰め

城は川を挟んで約 0.7km，大友氏の平地居館と詰め

城は約 10km を隔てることになる。本来の中世城館

は，交通・経済を掌握する平地居館であり,山城優先

の立地ではない。詰め城の山城は必要に迫られた後

付けのものだろう。 

 近現代に採石により姿を変えた碇山城の往時の様

子は窺いがたいが，下鶴説の守護所碇山城域内の詰

め城として機能したものだろうか。 

 南九州でも最初期の城郭は，建武2(1335)年12月

の荘園経営拠点である穆佐院政所の軍事利用（19）であ

る。郡元西原遺跡（宮崎県都城市）では，島津荘拡

大期の11世紀後半から12世紀代に埋没したと考え

られる大溝（幅約3.3～4.4ｍ，深さ約1.4～1.5ｍ，

底面幅約1.5～2ｍの区画溝で，一辺約50ｍ，他辺は

検出範囲で30ｍ）に囲繞された荘園経営拠点と考え

られる方形平地区画遺構が検出されている（20）。恐ら

くは荘園経営に便利な平地居館の区画溝等の軍事利

用から南九州の城館も発展したと考える。その後の

南北朝期の動乱や室町期の国人領主間の抗争の恒常

化を経て，現在の南九州の人々に印象深い，地域拠

点の背後にそびえる山城が中心的な城館になったの

ではないだろうか。 

荘園経営拠点を方形平地居館として軍事利用する

経過は，石見国益田氏の三宅御土居跡に通じる。益

田氏は益田川の対岸の丘陵を城塞化して抗争期の城

館としたが，南九州では平地居館をさらに山城の山

麓に移動させて一体化させた姿が，現在の南九州で

見慣れた中世山城と近世麓の姿である。 

 本稿の論旨は，他地域の中世山城と平地居館の立

地関係から窺える傾向が，南九州でも本来の姿だっ

たのではないかという予察に過ぎず，南九州の個別

の城館について，考古学手法及び文献史学手法によ

る検証ができていないことを認識している。 

ここまで見てきた方形平地居館の立地環境は，時

代を超えて地域の政治・経済・交通の中心的位置に

あり続け開発が絶えない。そのため，中世山城跡の

ように現地表面にその姿を留めることは難しく，類

例の確認は，開発に先立つ発掘調査によって検出さ

れる可能性に期待せざるを得ない。荘園経営拠点と

見られる郡元西原遺跡や，北麓遺跡に見られる近世

谷山麓に先行する中世方形平地区画等の類例の増加

と，その近隣山城との立地関係や交通網との接続関

係等の情報についての事例の増加に期待する。 
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